
小学校の地下で タイムスリップ 

博多小学校にある，         

   地下へと続くあやしげな階段・・・ 
 

この階段を下りた先に，鎌倉時代の

遺跡がそのまま保存されていることを

ご存知ですか？ 
 

平成10年，小学校の建て替え工事に伴う発

掘調査で，50ｍ以上も連なる石塁が見つかり

ました。この石塁は，鎌倉時代の大事件・元寇

の際に，元軍の来襲に備えて作られた「石築

地」ではないかと考えられています。 

 地下に残された石塁をよく見てみると，階段を

下りて奥側の石の方が少し大きいことに気づきま

す。手前側は，貿易都市・博多の町。奥側

は，元軍が攻めてくる海側。敵軍がやってくる

海側に大きな石を積んで，石塁の頑丈さを

アピールしようとしたのでしょうか。 

 ぜひ，現地で確かめてみませんか？  
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展示室の入り口 

～身近な文化財を見に行こう～ 

海側の石塁 

博多区奈良屋町  

博多小学校 

石塁遺構展示室 

 毎週土・日曜日の 

10時～17時に開館

しています(12/29

～1/3は休館)。 
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12月 

   8日 市民講座『鴻臚館学』入門  場所：中央市民センター 

    「旅愁と望郷―『万葉集』巻十五・遣新羅使の誌―」 

     講師：田中真理氏（九州産業大学 講師） 

 15日 埋蔵文化財センター考古学講座 第７回 

    「妖怪になった動物」 

     講師： 香川 雅信 氏（兵庫県立歴史博物館） 

 1 月 

 1日  宇田川原豊年獅子舞 （市指定無形民俗文化財） 

     場所：宇多神社（西区宇田川原）                  

 1日  今宿青木獅子舞（市指定無形民俗文化財） 

     場所：八雲神社（西区今宿上ノ原）                  

 2日  金隈の鳶の水（市指定無形民俗文化財） 

     場所：宝満宮ほか（博多区金の隈１） 

 7日  今宿上町天満宮鬼すべ行事（市指定無形民俗文化財） 

     場所：今宿上町天満宮（西区今宿３） 

 12日 石釜のトビトビ（市指定無形民俗文化財） 

     場所：石釜公民館(早良区石釜738)周辺                    

 12･13日 志賀海神社歩射祭（県指定無形民俗文化財） 

     場所：志賀海神社（東区志賀島）      

 13日  今津十一日まつり（市指定無形民俗文化財） 

     場所：登志神社（西区今津）                                

 26日 埋蔵文化財センター考古学講座 第８回 

    「犬と人の歴史」 

     講師：内山 幸子 氏（東海大学） 

 

1212・・11月のイベント情報月のイベント情報  
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住所: 福岡市中央区天神１-8-１  

TEL: 092-711-4666  FAX: 092-733-5537 
 

文化財の保存・管理・活用に関すること 

  文化財活用課  TEL:092-711-4666 

史跡の整備・活用に関すること 

  史跡整備活用課  TEL:092-711-4784 

埋蔵文化財の発掘調査・手続きに関すること 

  埋蔵文化財課  TEL:092-711-4667 

埋蔵文化財の収蔵・保管・分析に関すること  

  埋蔵文化財センター  TEL:092-571-2921 
 

 ホームページ 福岡市の文化財 

    http://bunkazai.city.fukuoka.lg.jp/ 

Facebook「福岡市の文化財」でも情報発信中！ 

福岡市 
経済観光文化局文化財活用部 

けん  しら ぎ  し 

 てのひら盆栽 

   「多聞櫓」で開催  

 11月10日(土)・11日(日)，国の重要文化財「多聞

櫓」を市民の方々が利用し，親しんでもらう事業の第１

弾として「てのひら盆栽づくり at 多聞櫓」が行われました。 

 てのひら盆栽は大きさこそ小ぶりですが、盆栽の世界観が

凝縮された本格的なもので，ワークショップの参加者は盆

栽づくりに没頭していました。 

 また櫓内では、多聞櫓とのコ

ラボ展示である瓦鉢の盆栽

や、室内空間の特徴を活かし

た季節感のある盆栽などが展

示されました。日頃は盆栽に

関心のない方や、外国人旅

行者のみなさんにも大変好評

で、480名もの来場者があり

ました。 

  今後，第２弾の実施も検討していますので、様々な活

用のアイデアを、史跡整備活用課までお寄せください。 

かわらばち 
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～市民による活用第１弾！～ 

文化財活用部非公式キャラクター 

 コウロくん 

ぼ ん さ い 

展示見学の様子 

瓦鉢の盆栽 
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http://bunkazai.city.fukuoka.lg.jp/


 これは，幕末の女流歌人・野村望東尼が幕末の志士・

高杉晋作に送ったといわれる歌です。 

 望東尼は，歌人として活動するかたわら，討幕派の志

士たちとも交流し，隠居所であった草庵にかくまうなど，勤

王家としても精力的に活動した女性です。 

 平尾５丁目にある平尾

山荘は，望東尼の草庵

を復元したものです。命

日である11月6日には，

望東尼の顕彰や平尾山

荘の保存・維持に尽力さ

れている平尾望東会が，

毎年，望東尼祭を開催しています。また，平成28年の望

東尼の150年忌には，冒頭の歌を刻んだ記念碑が，平

尾望東会によって建立され，市に寄付されました。 

 今年は，明治維新150年。幕末の動乱期，国のために

身も心も尽くした望東尼に，ここ平尾山荘で思いを巡らせ

てみませんか。  

幕末の女流歌人・野村望東尼 

山荘と管理棟(展示室)

の見学時間は，９時～

１７時まで。 

年中無休で，園内はい

つでも見学可能。 

き ん 

復元された草庵と望東尼150年忌記念碑 

た か す ぎ し ん さ く 

～明治維新１５０年～ 

まごころを つくしのきぬは 国のため  

        立ちかへるべき  衣手にせよ  

今年11月の望東尼祭の様子 
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さかさま「甕棺」 

～発掘ミュージアム～ や な が ば る 

弥永原遺跡 

(南区曰佐)  

 弥生時代，北部九州の特徴的な墓制のひとつに「甕棺

墓」があります。読んで字のごとく、甕の形をした土器を棺とし

て使った墓のことで，２つの甕の口を合わせる「合口甕棺」

や、１つの甕に板などで蓋をする「単棺」があります。 

 平成26～28年に行われた弥永原遺跡11～13次調査

では、甕棺墓が複数確認されました。このうち13次調査地

点の丘陵頂部付近で確認された１基はひときわ異彩をは

なっています。 

 使用された甕は１個体で、

この点からいえば「単棺」です

が、注目すべきはその「体勢」

で、甕の上下がさかさまに設

置された（倒置）状況で確

認されました。甕棺は，土の

圧力によって押しつぶされて

いましたが、本来は直立して

いたと推定されます。この倒

置棺は，佐賀県の唐津市

で流行しますが、福岡市内

ではほとんど見つかっていませ

ん。 

 倒置棺が，なぜ曰佐で発見されたのか？弥生時代の

人々の交流の実態を解明する上で，ひとつの手掛りになる

かもしれません。 

出土した甕棺 

さかさま甕棺の埋葬イメージ 
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今年の出前授業が終了しました！ 
～埋蔵文化財センターだより～ 

 ４月に飯原小学校から始まった今年の出前授業も，

12月7日の鳥飼小学校で終了です。 

 今年訪問した小学校は53

校，受講した小学6年生は

なんと4千名以上！市内の4

割近くの小学校を訪問したこ

とになります。 

 出前授業では各校区の遺

跡から出土した土器などを持

参し，直接手にとって触れる

ことで歴史を身近に感じてもら

います。その後は「火起こし」

「銅鏡作り」といった古代の

生活体験をします。作業中

はみんな真剣そのもの。煙がでたり火がついたりした時は歓

声があがります。 

 小・中学校で実施する出前授業だけではなく，地域の

公民館への出前講座も行っています。来年も実施しますの

で，ぜひ埋蔵文化財センターの出前授業・出前講座をご

利用ください！ 

福岡市埋蔵文化財センターの催しなどの情報は          

ホームページをご覧ください。        

http://www.city.fukuoka.lg.jp/maibun/html/ 

授業の風景 

火起こし体験の様子 

～講師の一年間の感想～ 

 校区で出土した本物の土器や石器を手に取って， 
みんな目を輝かせていたのが印象的でした。校区を
一層誇りに感じてもらえたら嬉しいです。 

http://www.city.fukuoka.lg.jp/maibun/html/
http://bunkazai.city.fukuoka.lg.jp/store_urls/

